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、 、 、昨年 役場庁舎前に移植されたヒカンザクラが １月２０日過ぎに
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　特　集

【今後の財政状況の見通し】 （単位：百万円）

平成14年度 平成15年度 平成16年度 平成17年度 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度

（計画前５年度） （計画前４年度） （計画前３年度） （計画前々年度） （計画前年度） （計画初年度） （計画第２年度） （計画第３年度） （計画第４年度） （計画第５年度）

（決　算）（決　算）（決　算）（決 算）（決算見込）

地方税 700 661 673 684 674 746 750 755 759 763
地方譲与税 187 197 236 243 266 196 196 196 196 196
地方特例交付金 22 21 20 20 15 5 5 5 5 5

③ 地方交付税 4,571 4,400 4,214 4,242 4,249 4,164 4,081 3,999 3,919 3,841
分担金・負担金 17 15 15 18 23 35 35 35 35 35
使用料・手数料 431 403 404 425 388 404 404 404 404 404
国庫支出金 892 873 569 427 558 546 382 364 379 379
都道府県支出金 839 1,274 957 922 991 971 680 645 672 672
財産収入 62 105 38 11 27 40 40 40 40 40
寄附金 6 60 10 6 12 39 19 19 19 19
繰入金 488 300 605 424 341 251 147 0 0 0
繰越金 272 330 274 366 265 220 128 0 0 30
諸収入 241 167 211 142 143 131 131 131 131 131
地方債 1,471 1,331 1,049 865 1,253 1,005 857 814 849 849

10,199 10,137 9,275 8,795 9,205 8,753 7,855 7,407 7,408 7,364
④ 人件費　　　　　　　1,971 1,907 1,804 1,824 1,720 1,700 1,640 1,570 1,500 1,430
物件費　　　　　　　1,106 1,087 1,092 1,152 1,067 1,053 1,039 1,025 1,011 997
維持補修費　　　　 87 100 73 71 65 61 58 55 52 50
扶助費 337 448 498 489 433 415 420 425 430 435
補助費等 519 499 538 500 479 485 475 466 456 447
普通建設事業費 2,934 2,870 2,083 1,527 2,246 1,881 1,536 1,459 1,522 1,522
災害復旧事業費 73 64 91 191 271 318 138 138 138 138

④ 公債費（借入金返済） 1,931 1,961 1,950 2,002 1,986 1,969 1,893 1,768 1,669 1,588
積立金 305 315 215 263 185 161 68 0 0 30
貸付金 112 109 67 31 19 23 23 23 23 23
繰出金 488 497 492 475 511 553 559 472 571 577
その他 6 6 6 5 6 6 6 6 6 6

9,869 9,863 8,909 8,530 8,988 8,625 7,855 7,407 7,378 7,243

　【主な財政指標】
平成14年度 平成15年度 平成16年度 平成17年度 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度

（計画前５年度） （計画前４年度） （計画前３年度） （計画前々年度） （計画前年度） （計画初年度） （計画第２年度） （計画第３年度） （計画第４年度） （計画第５年度）

（決　算）（決　算）（決　算）（決　算）（決算見込）

形式収支（Ａ－Ｂ） 330 274 366 265 217 128 ①　0 ①　0 30 ②  121
⑤ 財政力指数＊ 0.15 0.15 0.15 0.15 0.16 0.16 0.16 0.16 0.16 0.16
⑤ 経常収支比率＊(％) 93.0 92.4 96.8 97.8 98.2 98.0 97.9 97.8 97.6 97.3
実質公債費比率＊(％) － － － 20.8 21.3 21.0 20.2 19.2 17.7 16.4
地方債現在高（借入金） 16,248 16,039 15,521 14,724 14,301 13,699 12,922 12,203 11,602 11,068

⑥ 積立金現在高（貯金） 703 718 382 222 167 144 65 65 65 95

※【財政力指数】標準的な税収入額の財政需要額（必要経費）に対する割合で、財政力を示す。１に近いほど財政的に余裕がある。

※【経常収支比率】経常的な支出に使われる経常的な収入の比率で財政構造の弾力性を示す。高くなるほど硬直化していることを示す。

※【実質公債費比率】収入に対する借金返済額の比率。当該年度を含む過去３ヶ年間の平均値で、翌年度の借入基準の指標となる。

●主なポイント
①平成２０年度、２１年度については赤字決算となっています（注：表上では繰出金で調整し、収支同額としてあります）。

②平成２３年度頃に収支バランスがとれる見通しとなっています（注：新たな財政需要は加味していません）。

③歳入において、地方交付税（使途自由な財源）の減額により財源不足が拡大しています（注：前年度比２％減に設定しています）。

④歳出に占める人件費、公債費（借入金返済）の割合が高く、財政悪化の主要因になっています。

⑤財政力指数、経常収支比率等の財政指標が示すように、財政構造が硬直化しています。

⑥積立金（貯金）が枯渇し、緊急な財政需要への対応が困難になっています。

　瀬戸内町では「行財政改革大綱」を基本計画とし、平成１７年度に策定した集中改革プランに沿って、事務事
業の見直し、組織・機構の簡素効率化等に取り組んでいます。この度、大変厳しい財政状況にある中で、借入金
の繰上償還を行い、多様化する行政需要に適切に対応できる財政基盤の再構築に向けて、財政健全化計画を策定
しました。その概要についてお知らせします
（詳細については、町ホームページ http://minc.ne.jp/setouchi/ をご覧ください）。

財政状況の見通しと今後の対応策について ～財政健全化計画より～

区　　分

（単位：百万円）

歳入合計 （ Ａ ）

区　　分

歳出合計 （ Ｂ ）



改善目標額等
(H19～H23)

税徴収率88.2%（H17決算）と類
似団体の90.6%を下回っており、
歳入に占める構成比は7.3%と低
い。

＊【実質公債費比率】経常的な収入のうち公債費（借金返済）に使われる比率。25％以上で単独での借入が制限される。

●（歳入確保対策）未利用地の早期売却、使用料・手数料の見直しによる歳入
確保。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●
（情報公開と行政評価）財政状況の広報紙、ホームページへの掲載のほか、
「町民と語る会」や出前講座等での情報開示、説明会の実施。貸借対照表ほか
財務書類の作成(H20)、行政評価システムの導入検討(H19～H20)。

【問い合わせ先】
総務課財政係72-1111(内118）
http://minc.ne.jp/setouchi/

＊【公債費負担適正化計画】起債制限比率（借金返済比率）の高い自治体が、厳しい事業選択（借入抑制）や高利率の借入
金の繰上償還、基金積立など、財政全般の見直しを行い、財政健全化を図ることを目的に自主的に策定する計画。

公債費負担適正化計画＊に従い、普通建設事業費の抑制を
図る。

３有人離島を含む広範な行政区域ということもあるが、な
お一層の削減を図っていく【需用費】消耗品費の集中管理
方式へ移行（H15）【賃金】筆耕の削減（H17)及び公民館
長、図書館郷土館長の職員対応（H17)【旅費】完全パック
制導入（H17)及び旅費規程の見直し（H18)。【その他】阿
木名児童館の廃止(H17)、高丘・船津保育所の統合(H20)予
定。せとうち物産館の指定管理者(H16)、給食センター配
送業務民間委託(H17)、指定金融機関の設置(H18)、大島紬
技能者養成所(H18)及び「せとうち海の駅」(H19)の指定管
理者への移行。

地域経済の長引く低迷による影響も大きいが、戸別訪問や
差押えなど、滞納処分の徹底を図る。強制執行等法的措置
の断行、納税に対する町民への啓発、全庁横断的な連携に
よる徴収の徹底。

普通建設事業費1,527百万円
（H17決算）と類似団体の929百
万円を上回っており、公債費増
大の要因となっている。

【補足事項・その他の対策】

　4.03億円
（使用料・手数料
等の歳入確保策を

含む）

　財政調整基金残高64百万円、減債基金残高42百万円（H18決算）と財源不足を
補てんできる基金残高が枯渇している状況である。歳入確保対策及び歳出抑制
を図り、基金の積み立てを図っていく。

～目標：5年間で１５億円の改善効果～

　　課　　　　　　題

⑤税収入の確保

④物件費等の抑制

③普通建設事業費の抑制

①定員管理の適正合理化

②公債費負担（借入金返済）の
健全化

主　　な　　対　　応　　策

【特別職等】特別職給与を町長10%、三役5%削減。議員
3%(H17)及び各種委員報酬の減額。議員定数を18人から10
人に削減(H20)。【職員】勤務時間の特例制度創設による
時間外勤務手当の削減。採用職員数は原則、退職者の1/2
以内とし、平成19年度から23年度の5年間で25名（△
11.9%）削減。職員給与は平成16年度2.5%,17年度3%カッ
ト。地域手当廃止(H20)。技能労務職の通し号俸制度廃止
を検討。退職時特昇等退職手当の廃止(H15).人間ドック助
成金（一律５千円）の廃止等。阿木名児童館の廃止
(H17)、高丘・船津保育所の統合(H20)予定。

【改善目標】

【財政運営の課題と対応策】

平成18年度を初年度とする公債費負担適正化計画＊に従
い、新規借入を抑制し、健全化を図る。

　本町では、平成14年度から18年度までの5年間で8億5千万円の改善がなされましたが、今後5年間においても、財
政運営上の課題を踏まえ、人件費の抑制や借入金の繰上償還をはじめとする具体策の実施により、14億8千8百万円
の改善効果をあげることを目標にしています（年度別の改善額等、詳細については、ホームページ
<http://minc.ne.jp/setouchi/>をご覧ください）。

 3.25億円
（補助費・維持補

修費等を含む）
●実質公債費比率
*を20.8%→16.4%
へ改善）

実質公債費比率＊20.8%（H17決
算）と類似団体の12.4%を大幅に
上回っている。

7.6億円

人口1,000人当たり職員数20.17
人（H17決算）と類似団体の9.76
人を大幅に上回っているため、
歳出に占める人件費の割合が
19.1%と高くなっている。

物件費及び維持補修費合計1,223
百万円（H17決算）と類似団体の
753百万円を上回っている。
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れ
あ
い
、

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
連
携
を
深
め

る
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

【
被
表
彰
者
】
敬
称
略
（
貢
献
内
容
）

①
瀬
戸
内
町
交
通
安
全
警
視
会
（
小

・
中
学
生
の
健
全
育
成

、
②
川
畑
明

）

生
（
小
学
校
相
撲
日
本
一

、
③
城
山

）

（

）
、

洋
子

地
域
女
性
団
体
連
合
会
活
動

④
村
田
康
司
（
秋
田
若
杉
国
体
障
害

（
前

者
卓
球
競
技
優
勝

、
⑤
渡
哲
一

）

文
化
協
会
長
・
文
化
団
体
の
育
成
発
展
）

表彰を受ける川畑明生君

魚拓に挑戦子供たちも「瀬戸内の幸」販売

観光地を紹介（写真展示コーナー）

（ ）血圧・体脂肪チェック 健康相談コーナー

オープニングを飾った古中吹奏楽部

まちづくりフェスティバル
「本人 「本気 「本物」～輝ラソウディ 我キャ島～」 」

アハガ ワ

【鎌田愛人さん】

普段から静かに子供

たちを見守って！父

親（おやじ）も加わ

って地域で子供を育

てる風土を！

【義永将晃さん】

他人や行政任せではな

く 「自分たちのまちは、

自分たちでつくる」と

いう自治意識の醸成を

図りたい。

【永井しずのさん】

人と接する活動の場

に 一 つ で も 参 加し

て！それが自分の人

間性を高めることに

も繋がる。

【有田一俊さん】

熱中できる趣味を持

って生きがいのある

生活を！伝統文化を

見直し、地域の宝物

を探して！

【菱沼秀一朗さん】

人と人が関わり合う昔

の姿に戻そう！大人た

ちが連携して子供たち

を教育し、道徳心のあ

るまちを！

【

】

パ
ネ
リ
ス
ト
の
意
見
・
メ
ッ
セ
ー
ジ



大
島
紬
に
惹
か
れ
て

以
前
、
祖
母
が
奄
美
を
旅
行

し
た
と
き
、
一
反
の
大
島
紬
を

買
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
を
家

で
偶
然
発
見
し
た
と
き
の
、
そ

の
独
特
な
色
合
い
が
、
ず
っ
と

心
に
残
っ
て
い
ま
し
た
。
着
物

に
興
味
が
あ
っ
た
の
で
、
大
学

卒
業
後
は
京
都
の
織
物
専
門
学

校
に
行
く
予
定
で
し
た
が
、
着

付
け
を
習
っ
て
い
た
こ
と
も
あ

り
、
一
度
、
大
島
紬
を
見
に
行

こ
う
と
思
い
ま
し
た
。
昨
年
３

月
に
奄
美
を
訪
れ
、
大
島
紬
を

見
た
と
き
、
黒
っ
ぽ
い
紬
特
有

の
色
が
パ
ッ
と
目
に
入
り

か

、「

っ
こ
い
い
」
と
思
い
ま
し
た
。

軽
く
て
着
崩
れ
し
な
い
着
や
す

さ
も
気
に
入
り
、
強
い
好
奇
心

、

、

か
ら

大
島
紬
を
織
っ
て
み
た
い

そ
の
た
め
に
奄
美
で
学
ぼ
う
と
決

意
し
ま
し
た
。
突
然
の
決
定
で
し

た
が
、
本
島
内
の
養
成
所
や
工
場

を
ま
わ
り
、
相
談
し
ま
し
た
。
募

集
期
間
外
で
困
難
な
箇
所
も
あ
り

ま
し
た
が
、
瀬
戸
内
の
養
成

所
の
方
は
「
い
つ
で
も
い
ら

っ
し
ゃ
い
」
と
温
か
く
迎
え

入
れ
て
く
れ
た
の
で
、
環
境

の
い
い
瀬
戸
内
で
学
ぶ
こ
と

に
し
ま
し
た
。

別
世
界
の
奄
美

海
の
な
い
群
馬
か
ら
来
た

の
で
、
北
陸
の
海
く
ら
い
し

か
行
っ
た
こ
と
が
な
く
、
奄

美
の
海
を
見
た
と
き
に
は
、

「
海
っ
て
こ
ん
な
に
透
き
通

っ
て
、
青
い
ん
だ
」
と
思

い
、
感
動
し
ま
し
た
。
ま

た
、
地
元
の
人
が
通
り
す

が
り
ざ
ま
、
お
互
い
に
手

を
振
り
合
う
姿
に
、
最
初

は
驚
き
ま
し
た
が
、
聞
い

て
み
る
と
、
顔
見
知
り
が
多
く
、

情
に
厚
い
人
た
ち
が
オ
ー
プ
ン
に

付
き
合
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り

。

、

ま
し
た

人
間
関
係
に
気
を
遣
い

遠
慮
し
が
ち
な
都
会
の
生
活
で
は

考
え
ら
れ
な
い
「
別
世
界
」
に
、。

居
心
地
の
良
さ
を
感
じ
て
い
ま
す

「
海
の
駅
」
で
実
演
も

現
在
は
、
昨
年
オ
ー
プ
ン
し
た

「
せ
と
う
ち
海
の
駅
」
２
階
の
紬

展
示
コ
ー
ナ
ー
で
、
機
織
り
の
実

演
を
し
た
り
、
紬
装
飾
品
の
販
売

を
し
て
い
ま
す
。
７
マ
ル
キ
の
片カ

タ

、

、

ス
を
織
っ
て
い
ま
す
が

い
ず
れ

も
っ
と
難
し
く
柄
の
細
か
い

総

絣
を
織
っ
て
み
た
い
で
す
ね
。

そ
う
が
す
り

そ
の
た
め
に
も
、
い
ろ
ん
な
先
生

や
織
工
の
方
と
交
流
し
、
多
く
の

技
術
を
習
得
し
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

群
馬
に
は
、
大
島
紬
よ
り
も
柄

の
大
き
い
「
伊
勢
崎
絣
」
と
い
う

い
せ
さ
き
が
す
り

の
が
あ
り
ま
す
が
、
よ
り
細
や
か

な
大
島
紬
を
織
れ
る
よ
う
に
な
れ

ば

「
伊
勢
崎
絣
」
に
も
応
用
で

、

。

、

き
る
と
期
待
し
て
い
ま
す

一
生

織
物
に
携
わ
り
な
が
ら
、
将
来
は

２
つ
を
同
時
に
織
れ
た
ら
い
い
な

と
思
っ
て
い
ま
す
。

プ

ロ

フ

【プロフィール】

。群相川佳苗さん( )22
かなえ

馬県出身。大島紬に惚れ

込み、昨年４月から瀬戸

内町大島紬技能者養成所

で織工として技術習得中。

「海の駅」の紬コーナー

で機織りの実演や紬の小

物販売も行う。将来は総

絣に挑戦し、紬織りの技

「 」術を地元群馬の 伊勢崎絣

織りにも活かしたい、と

夢を膨らませる。

「 か っ こ い い 」 ・・・ 大 島 紬
～本当に「青い」海、オープンな土地柄も居心地いい～

生
涯
織
物
に
携
わ
り
、

「
総
絣
」
、
「
伊
勢
崎
絣
」
に
も
挑
戦
し
た
い

そ
う
が
す
り

い

せ

さ

き

が

す

り

輝
け
！

Ｕ
Ｉ
ラ
イ
フ

真剣な表情で織り込む相川さん

「海の駅」２階の大島紬展示コーナー

◆◆瀬戸内町大島紬技能者養成所織工募集◆◆
町では、大島紬の振興を図るため、大島紬技能者養成所を設置し、毎年技術の指導を行っていますが、平成２０年

度も瀬戸内町大島紬技能者養成所の織工を下記の要領で募集しますので、希望者はお申し込みください。

【 】 織工 若干名募集人員

【 】 町内に居住する満１６歳以上の初心者入所資格

【 】 原則として１ヶ年間とする。養成期間

【 】 養成期間中は予算の範囲内で奨励金を支給する。奨励金の支給

【 】 養成期間中は織り賃の８割に相当する歩号給を支給する。歩合給の支給

【 】 瀬戸内町大島紬協同組合（瀬久井） （７２―３６７５）お問い合せ・申し込み先



広報せとうち（ ）

選
挙
管
理
委
員
会
は
、
毎
年
本

人
か
ら
の
申
請
書
、
ま
た
は
農
業

委
員
会
が
作
成
し
た
申
請
書
に
代

わ
る
文
書
に
基
づ
き
、
２
月

日
20

ま
で
に
、
農
業
委
員
会
委
員
選
挙

人
名
簿
を
作
成
し
、
そ
の
名
簿
を

２
月

日
か
ら

日
間
、
選
挙
管

23

15

理
委
員
会
で
縦
覧
に
供
し
ま
す
。

関
係
の
あ
る
方
は
、
選
挙
権
の
有

無
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

【
該
当
者
】

①
平
成

年
１
月
１
日
現
在
、
本

20

町
に
住
所
を
有
す
る
者

②
年
齢

歳
以
上
の
者

20

③
農
業
従
事
者

イ
、

ア
ー
ル
以
上
の
農
地
を
耕

10作
し
て
い
る
者

ロ
、
イ
の
耕
作
を
営
む
者
と
同
居

、

、

の
親
族

ま
た
は
配
偶
者
で

年
間

日
以
上
農
業
に
従
事

60

し
て
い
る
者

【
縦
覧
期
間
】

平
成

年
２
月

日
（
土
）

20

23

〜
３
月
８
日
（
土
）

【
縦
覧
場
所
】

瀬
戸
内
町
選
挙
管
理
委
員
会

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿

の
縦
覧
に
つ
い
て

◆◆農産物の産地表示推進について◆◆
農産物の産地表示を行うことにより、地産地消を推進するとともに奄美の

農産物を広く島内外へＰＲするため、このたび奄美大島の各市町村、関係機

関が連携して「奄美大島産」と表示した野菜袋、パック用シールを製作し、

販売することになりました。

【販売価格】野菜袋１枚３円、パック用シール１枚１円で１００枚単位で

販売（地産地消推進協議会が一部を助成）

【販売場所】名瀬中央青果（株 、ＪＡあまみ名瀬支所、ＪＡあまみ笠利）

支所、ＪＡあまみ住用支所、ＪＡあまみ龍郷支所、ＪＡあまみ

大和支所、ＪＡあまみ宇検支所、ＪＡあまみ瀬戸内支所、直売

所「ゆてぃもれ 、直売所「サン奄美 、直売所「味の郷笠利」」 」

【販売開始】２月中旬

● 「奄美大島産」農産物の消費拡大に向けて、農家の皆様の積極的な

ご利用と町民の皆様のご協力をよろしくお願いいたします。

野菜袋（上）とパック用シール（下）【お問い合わせ先】 役場農林課 地産地消推進担当 ℡ 72-1174

問い合わせ先 総務課消防防災係 ℡ (内 )【 】 72-1111 178

交通遺児育成基金では、幼い交通遺児

に育成年金を支給します

毎年約 人の方が交通事故で亡くなっていま6000

す。何の罪もなく、突然お父さんやお母さんを亡く

した子供は、不安な未来を過ごしていかなければな

りません。財団法人交通遺児育成基金（国土交通省

所管）では、そんな子供たちが満 歳に達するま19

で、養育資金として給付金を送金しています。

【問い合わせ先 （財）交通遺児育成基金】

（通話料無料）℡ 0120-16-3611

◆労働保険年度更新について◆

労働保険（労災保険・雇用保険）料の年度更新手

続きの期間は、４月１日から５月２０日までとなっ

ています。４月初旬に送付します労働保険料申告書

・納付書により、この期間中に、平成１９年度の労

働保険確定保険料・石綿健康被害救済法一般拠出金

と平成２０年度の労働保険概算保険料の申告・納付

を行っていただきますようお願いします。

【問い合わせ先】鹿児島労働局総務部

099-223-8276労働保険徴収室 ℡



広報せとうち（ ）

◎「いきいき健康クラブ」とは
　◆趣　　　旨　　高齢化社会が進行する中で、お年寄りが充実した生き甲斐のある生涯をおくる
　　　　　　　　　　 ために、健康づくり・レクリェーション等を通して、自分の役割や生き方について
　　　　　　　　　　 学習する。
　◆主　　　催　　瀬戸内町教育委員会　　電話　　７２－０１１３　　担当　　福山　
　◆期　　　日　　平成２０年５月～平成２１年３月（７回程度）
　◆場　　　所　　中央公民館　　他
　◆参加対象　　６０歳以上
　◆募集方法　　下記申し込み用紙にて登録　（１，０００円）　を添えて申請

　郵　便　番　号

　住　　　　　　所

　氏　　　　　　名 印

　電　　　　　　話

　◆「いきいき健康クラブ」入会申込みについて◆

いきいき健康クラブ受講申込書

教育委員会では、平成２０年度「いきいき健康クラブ」の申込みを受付けています。参加ご希望の
方は、下記申込書にてお申込みください。

◆ ◆～ 事業主の皆様ご存じですか？ ～

奄美群島において建物や設備を新設・増設したときには、特別償却や県税・市町村税の免除などの措置

が受けられます。是非ご活用ください。

１． 国税（所得税・法人税）の特別償却制度（平成１０年度～）

【対象業種】製造業、旅館業、農林水産物販売業、ソフトウェア業

【内容】事業の用に供する設備（取得価額２千万円超）を新設または増設した場合に、その機械・装置に

つき 、建物・附属設備につき の特別償却を認める。10/100 6/100
【 】 、 、 、 、根拠法等 租税特別措置法第 条第１項の表の第１号のロ ハ 第 条第１項の表の第１号のロ ハ12 45

同法施行令第６条の５，第 条の９28
２． 地方税の課税免除等（平成１１年度～）

県 税

【事業税】①製造業、旅館業、観光関連農林水産物販売業において 「特別償却設備 （特別償却の適用を、 」

受ける設備、取得価額 万円超、新設または増設）に係る事業税2500
②畜産業、水産業、薪炭製造業において、事業日数が労働日数の１／３を超え、１／２以下の

個人にかかる事業税

【不動産取得税】製造業、旅館業、観光関連農林水産物販売業において 「特別償却設備」である建物、敷、

地である土地に係る不動産取得税

町 税

【固定資産税】製造業、旅館業、観光関連農林水産物販売業において 「特別償却設備」である建物、機械、

・装置、敷地である土地に係る固定資産税（旅館業は機械・装置を除く）

12根 拠 法 等 奄美群島振興開発特別措置法第６条の

【問い合わせ先】

役場税務課( ) または、税務署（ 、大島支庁県税課（ ）まで72-1116 0997-52-4321 0997-57-7225）
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、「

」

も
う
一
度

納
付
案
内
書

の
確
認
を
！
！

今
年
度
分
の
納
め
忘
れ
は

あ
り
ま
せ
ん
か
？

、

保
険
料
の
未
納
期
間
が
多
い
と

将
来
も
ら
う
老
齢
基
礎
年
金
の
額

が
少
な
く
な
る
だ
け
で
な
く
、
年

金
を
も
ら
う
権
利
そ
の
も
の
が
な

。

、

く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す

ま
た

障
害
基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年
金

も
保
険
料
の
未
納
や
納
付
の
遅
れ

が
あ
る
と
も
ら
え
な
い
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

半
額
免
除
等
の
免
除
を
受
け
て

い
る
人
も
、
半
額
等
の
保
険
料
を

納
め
な
い
と
未
納
に
な
り
ま
す
。、

お
手
持
ち
の
納
付
書
を
確
認
し
て

納
め
忘
れ
が
あ
る
人
は
、
支
給
お

近
く
の
金
融
機
関･

郵
便
局
な
ど
で

納
め
て
く
だ
さ
い
。
納
付
書
を
紛

失
さ
れ
た
方
は
、
お
近
く
の
社
会

保
険
事
務
所
で
再
発
行
し
て
も
ら

い
ま
し
ょ
う
。

そ
の
時
々
の
届
出
を

忘
れ
ず
に
！
！

春
は
、
就
職･

転
勤･

進
学
な
ど

で
あ
わ
た
だ
し
い
季
節
で
す
。
次

の
よ
う
な
場
合
に
は
、
市
町
村
の

国
民
年
金
担
当
窓
口
へ
の
届
出
が

必
要
で
す
の
で
、
お
忘
れ
な
く
。

①

歳
に
な
る
前
に
、
会
社
な

60ど
を
退
職
し
た
と
き
（
扶
養
し

て
い
る
配
偶
者
が
い
る
人
は
、

合
わ
せ
て
届
出
が
必
要
で
す
）

②
引
越
し
な
ど
で
住
所
が
変
わ
っ

た
と
き

③
氏
名
が
変
わ
っ
た
と
き

届
出
の
際
に
は
、
基
礎
年
金
番

号
が
必
要
で
す
の
で
、
年
金
手
帳

は
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
第
３
号
被
保
険
者
に
か
か

る
届
出
は
、
配
偶
者
の
事
業
所
経

由
と
な
っ
て
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

奄
美
大
島
社
会
保
険
事
務
所

電
話

０
９
９
７

４
３
４
１

（52）

１　応募締切：平成２０年３月２８日（金）必着

２　提出書類：①参加申込書、②作文（縦Ａ４判横書き、1000字以内）

３　提出方法：２の書類を鹿児島県青少年男女共同参画課へ（郵送可）

４　提出先：　〒890-8577　鹿児島市鴨池新町10番1号

　 鹿児島県環境生活部青少年男女共同参画課青少年育成係

５　中間選考：　県が書類審査（結果は応募者に通知）

【事業内容／応募資格】

世界青年の
船

東南アジア
青年の船

訪 問 国

バルト三国、カ
ンボジア、ドミ
ニカ共和国、ラ
オス

中国 韓国
ニュージーラン
ド、トンガ

ブルネイ、イン
ドネシア、フィリ
ピン、タイ、ベト
ナム

平成20年9月
平成21年
1月～3月

平成20年
10月～12月

20日間程度 20日間程度 15日間程度 40日間程度 50日間程度

募集人員 各国約15人 約25人 約25人 約120人 約40人

年　    齢

語 学 力
交流が円滑に
できる英語力

研　   修

個人負担額

【問い合わせ先】　県庁青少年男女共同参画課青少年育成係
ＴＥＬ　099-286-2557(直通)、ＦＡＸ 099-286-5541

約20万円約８～10万円

　内閣府が行う青年国際交流事業は、日本と世界各国の青年の交流を通し

て、相互理解と友好を深め、広い国際的視野と国際協調の精神を養う機会を

提供し、各分野で活躍できる青年の育成を目指しています。

平成２０年度内閣府青年国際交流事業
参 加 青 年 募 集 ！！

１８歳～３０歳

実施時期

訪問国の公用語による
簡単な日常会話能力

交流が円滑にできる英語力

事前・出発前・帰国後にそれぞれ２日～６日間の研修あり

航空機による海外派遣

平成20年９月

☆税金・住宅使用料等の納め忘

れはありませんか？☆

≪納付は便利で安心な口座振替で≫

税金や住宅使用料は、本町の重要な自主

財源ですが、近年これらの収納状況が悪化

しています。平成20年１月末現在の町税等

の収納状況は、前年同月末に比べて、法人

町民税及び介護保険料の現年度分が増加、

軽自動車税と国民健康保険税の現年度分が

微増となったものの、その他の町税で減少

、 。し 依然として厳しい状況が続いています

また、住宅使用料についても町税同様厳し

い状況です。まだ税金や住宅使用料等の納

め忘れのある方は、最寄りの金融機関で早

めの納入をお願いします。

徴収対策課では、

長期にわたり滞納金

を納付されない方

や、戸別訪問 電話・

督促状等で催告し・

ても納付に応じない

悪質滞納者については、法的処分（差押や

裁判所へ提訴等）を実施しています。近年

の厳しい経済状況の中でも、町民の多くの

方が真面目に納付されています。滞納金の

ある方は、分割による納付をするなど、ご

協力をお願いします。

【問い合わせ先】

役場徴収対策課 ７２－１１１７



広報せとうち（ ）

「
広
報
せ
と
う
ち
」
に
一
般
営
業

広
告
を
掲
載
で
き
ま
す
。
事
業
者

、

。

の
皆
様

是
非
ご
利
用
く
だ
さ
い

詳
し
く
は
、
役
場
企
画
課
情
報
政

策
係
（

）
１
１
１
２
ま
で
お
問

72

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆◆国民健康保険証の切替えについて◆◆
20 31 20現在使用中の国民健康保険証は 有効期限が平成 年３月 日までとなっています 平成、 。

年４月１日以降は、新しい保険証でのご利用となります。下記にご留意の上、早めの切替えを

お願いします。

●切替場所

・古仁屋市街地にお住まいの方 → 役場保健福祉課（保険給付係）

・市街地以外にお住まいの方 → 各集落の嘱託員宅

●持参するもの

・現在使用中の国民健康保険証（世帯全員分）と印鑑

●注意事項

・町外にいる学生分の切替えは全て役場で行います（在学証明書を持参ください 。）

・国保税滞納世帯は切替えができませんので、早めの完納をお願いします。

（３月に国保税を完納された方は、領収書を持参ください）

【問い合わせ先】保健福祉課 保険給付係 ７２－１０６８

▼
募
集
す
る
住
宅

「
ふ
る
さ
と
住
宅
」

瀬
相
地
区

１
戸

●

請
阿
室
地
区

１
戸

●申
込
受
付

▼
平
成

年
３
月

日
（
月
）

20

10
〜

日
（
金
）

14

︵
午
前
８
時

分
30

～
午
後
５
時

分
ま
で
︶

30

申
込
先

▼
町
役
場
建
設
課
住
宅
建
築
係

申
込
資
格

▼
原
則
と
し
て
町
内
に

○
住
所
を
有
す
る
こ
と

現
に
住
宅
に
困
っ
て

○
い
る
こ
と
が
明
ら
か

な
こ
と

各
種
町
税
及
び
使
用

○
料
を
滞
納
し
て
い
な

い
こ
と

提
出
書
類

▼
入
居
申
込
書
、
住
民
票
、
所
得
額
証
明

書
、

納
税
証
明
書

【
問
い
合
わ
せ
先
】

町
役
場

建
設
課

住
宅
建
築
係

電
話
（
７
２
）
１
１
９
７

ふ
る
さ
と
住
宅
入
居
者
募
集
！

広 告 の 
名   称 

規   格 
掲載 
回数 

広告掲載料 

広告１サイズ 
（モノクロ） 

縦 ５㎝×横 ８㎝ １ 回 ５，０００円 

広告２サイズ 
（モノクロ） 

縦 ５㎝×横１７㎝ １ 回 １０，０００円 

有
限
会
社
○
○
○
○

約
束
し
ま
す
。
全
て
は
お
客

様
の
満
足
の
た
め
に
・
・
・

工
事

万

〜

○
○

○

円

○
○

○

〜

修
理

千
円

・
年
中
無
休

・
見
積
無
料

電
話【

７
２
】
○
○
○
○

写真・ロゴ

など

【掲載例：タテ】５千円 【掲載例：ヨコ】５千円

○○○○株式会社
代表取締役 ○○ ○○

お任せ下さい！ ○○○業務

おかげ様で○○周年を迎えました。

益々の瀬戸内町の発展を祈念いたします。

住所：○○県○○市○○○○

電話：○○○－○○○－○○○○

写真・ロゴ

など

「
広
報
せ
と
う
ち
」
に

広
告
掲
載
し
て
み
ま

せ
ん
か
！



 　さくらの咲く季節がやってきました。３月は卒業
や移動、引越しと別れの季節ではありますが、ま
た新しい世界への幕開けの季節でもあります。

　　　　上見ち歩き　下見ち暮らすぃ
　　目標を持って歩き、生活は質素に。目標を大き
く持ってください。

　　　　　物事ぬ知り　果てや無ん
　　何事も知り尽くしたということはないですよ。人
間の一生は勉強です。

　進学・就職や転職のため、瀬戸内町を離れる方々、図書館の本は借りたままになってい
ませんか？お子様の分も含めて、いまいちどお確かめください。荷物の整理をしていた
ら、ひょっこり出てくるということもあるかも・・・。
　早めの返却をお願いいたします。図書館が休館している場合は、図書館玄関横の返却
ポストをご利用ください。また、町役場の玄関正面の階段下にも、返却ポストを設置してい
ます。役場にご利用の際など、お気軽にご利用ください。
　移動のない方々も、返却期限が過ぎた本などがありましたら、お早めにご返却ください。
また、氏名・住所、電話番号など、連絡先が変わった時には、図書館にもお知らせください
ますようお願いいたします。

図書館からのお願い

郷土館から

　『瀬戸内町立図書館・郷土館　紀要　第２号』
が刊行されました。図書館カウンターで販売して
おります(1冊1,000円)。
この機会にぜひご購入ください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　≪目次≫

３月の予定

　
　　　　　　１５日（土）　おはなし会
　　　　　　　　　　　　　　　午前１０時１５分～

　　　　　　２０日（木）　開館時間
　　　　　　　　　　　　　　　午前９時～午後５時

　　　　　　２２日（土）　おはなしのじかん
　　　　　　　　　　　　　　　午前１０時～

お　す　す　め　の　本

　３月２７日から、絵本週間が始まりま
す。子どものための絵本…、大人の読む絵
本探してみませんか？

●｢平家来島800年記念祭｣
　記念講演録　加計呂麻の
　平家伝承が語るもの
　　　高橋　一郎
●島尾敏雄没後二十年記
念
　シンポジウム録　島尾敏雄
　・人と文学
前田 速夫・小栗 康平



広報せとうち（ ）

～
﹁
野
茶
坊
っ
子
教
室
﹂
閉
講
式
～

１
月

日
、
中
央
公
民
館
で
「
野

19

茶
坊
っ
子
教
室
」
の
閉
講
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
こ
の
教
室
は
、
文
化
庁

か
ら
委
託
を
受
け
た
（
財
）
伝
統
文

化
活
性
化
国
民
協
会
の
進
め
る
「
伝

統
文
化
こ
ど
も
教
室
事
業
」
と
し
て
、

町
子
宝
推
進
員
会
（
中
島
良
会
長
）

の
主
催
に
よ
り
、

回
の
教
室
を
開

20

催
し
て
き
ま
し
た
。

野
茶
坊
っ
子
に
は
約

人
の
子
ど

50

も
た
ち
が
登
録
し
、
童
子
八
月
踊
り

研
究
会
、
永
井
・
重
田
三
味
線
教
室

等
の
講
師
の
協
力
を
得
て
、
主
に
八

月
踊
り
や
島
唄
を
学
ん
だ
り
、
茶
道

・
華
道
等
の
体
験
を
と
お
し
て
、
地

域
の
歴
史
・
伝
統
文
化
に
対
す
る
関

心
や
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

〜
岡
千
秋
さ
ん
プ

ロ
デ

ュ
ー
ス
〜

１
月

日
、
町
内
在
住
の
フ
レ
ッ

20

シ
ュ
な
歌
い
手
（
歌
姫
）
獲
得
を
目

、「

」

的
に

歌
姫
募
集
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン

が
サ
ン
フ
ラ
ワ
ー
ホ
テ
ル
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

こ
の
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
は
、
瀬
戸

内
の
魅
力
を
全
国
に
発
信
す
る
歌
を

制
作
し
た
い
と
い
う
町
の
願
い
に
、

本
町
観
光
大
使
の
辻
正
司
さ
ん
が
応

え
、
歌
手
で
日
本
作
曲
家
協
会
理
事

で
も
あ
る
岡
千
秋
さ
ん
や
音
楽
制
作

プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の
小
林
和
彦
さ
ん

に
呼
び
か
け
、
実
現
し
た
も
の
で
す
。

オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
に
は
、
４
人
の

女
性
が
応
募
、
審
査
は

人
余
り
の

50

観
客
が
見
守
る
中
、
そ
れ
ぞ
れ
が
選

ん
だ
曲
を
順
番
に
２
曲
ず
つ
歌
う
、

歌
唱
テ
ス
ト
に
よ
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

審
査
の
結
果
、
朝
野
安
奈
さ
ん
が

グ
ラ
ン
プ
リ
を
受
賞
、
審
査
委
員
長

を
務
め
た
岡
千
秋
さ
ん
は
「
４
人
と

も
そ
れ
ぞ
れ
良
く
頭
を
悩
ま
し
ま
し

た
が
、
朝
野
さ
ん
は
声
質
も
よ
く
、

個
性
を
し
っ
か
り
持
っ
て
い
ま
し
た
」

と
講
評
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。

朝
野
さ
ん
は
「
自
分
が
好
き
で
や

っ
て
い
る
こ
と
が
評
価
さ
れ
て
幸
せ

で
す
」
と
感
想
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。

〜
第

回
駅
伝
競
走
大
会
〜

32
１
月

日
、
新
春
恒
例
の
第

20

32

回
町
駅
伝
競
走
大
会
が
行
わ
れ
、

チ
ー
ム

人
の
選
手
た
ち
が
、

13

130

、

区
間

キ
ロ
を
た
す
き
で
繋
ぎ

つ
な

10

21

古
仁
屋
市
街
地
を
駆
け
抜
け
ま
し

。

、

、

た

当
日
は

天
候
に
も
恵
ま
れ

沿
道
に
は
多
く
の
観
客
が
、
力
走

す
る
選
手
た
ち
に
温
か
い
声
援
を

送
っ
て
い
ま
し
た
。
レ
ー
ス
は
序

盤
か
ら
順
番
が
激
し
く
入
れ
替
わ

る
熱
戦
と
な
り
ま
し
た
が
、
総
合

力
で
勝
る
瀬
久
井
西
チ
ー
ム
が
９

区
で
ト
ッ
プ
に
立
ち
、
そ
の
ま
ま

逃
げ
切
り
接
戦
を
制
し
ま
し
た
。

気
温
が
高
く
、
選
手
に
と
っ
て

は
絶
好
と
も
言
え
な
い
コ
ン
デ
ィ

シ
ョ
ン
の
中
、
第
１
区
で
は
町
田

優
斗
君
（
古
仁
屋
小
６
年
）
が
、

年
ぶ
り
に
区
間
記
録
を
塗
り
替

14

。

、

え
る
快
走
を
見
せ
ま
し
た

ま
た

自
己
記
録
を
４
分
以
上
縮
め
、
序

盤
戦
を
リ
ー
ド
し
た
高
丘
チ
ー
ム

に
躍
進
賞
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

伝
統
文
化
を
子
ど
も
た
ち
へ「野茶坊っ子教室」の閉講式

「
歌
姫
」
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン

観客が見守るなか行われたオーディション

頭を悩ます審査員

す
ば
ら
し
い

そ
れ
ぞ
れ
に

歌
声
を
披
露
し
た
４
人

瀬
久
井
西
、
総
合
力
で
優
勝
！

チームワークで優勝した瀬久井西チーム

順位 チーム
1 瀬久井西

2 瀬久井東・清水

3 大湊・須手・手安

4 高　丘
5 実　久
6 松　江
7 春　日
8 船　津
9 宮　前
10 篠　川
11 山　郷
12 油　井
13 嘉　鉄

１区 （小学男子）

２区 （５０歳代）

３区 （中学男子）

４区 （小学女子）

５区 （一般Ｂ）

６区 （４０歳代）

７区 （中学女子）

８区 （高校・一般女子）

９区 （高校男子）

１０区 （一般Ａ）

区　間 選　手

記録
1:18:45
1:19:23
1:22:04
1:22:46
1:24:00
1:25:03
1:30:36
1:30:40
1:31:16
1:32:06
1:34:52

河上 一八

1:36:19
1:36:39

町田 優斗

【区間賞】

【総合順位】

佐多　勝

山畑 貴宏
野村　恵
加藤 美友
山畑 瑞貴

義永 和輝
泉　頌馬
加藤 杏美

力走する町田優斗君



広報せとうち（ ）

〜
静
穏
な
水
域
を
活
か
し
て
〜

１
月

日
、
古
仁
屋
港
手
安
地
区

25

の
完
成
式
典
が
行
わ
れ
、
開
港
を
祝

い
ま
し
た
。

古
仁
屋
港
は
、
昭
和

年
に
避
難

29

港
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
が
、
漁
船
等

の
小
型
船
舶
に
つ
い
て
は
、
適
切
な

係
留
施
設
が
な
く
、
台
風
時
な
ど
に

は
波
浪
に
よ
る
影
響
を
避
け
る
た
め
、

遠
方
の
入
江
に
避
難
す
る
な
ど
、
不

便
を
き
た
し
て
い
ま
し
た
。

こ
の
た
め
、
水
産
業
拠
点
の
古
仁

屋
港
に
近
く
、
地
形
的
に
も
岬
や
山

地
に
よ
っ
て
風
波
の
遮
断
効
果
が
見

込
ま
れ
る
静
穏
な
水
域
を
有
す
る
手

安
地
区
に
、
小
型
船
だ
ま
り
（
事
業

費
６
億
４
千
万
円
、
埋
立
面
積
２
１

０
８
㎡
）
と
し
て
、
延
長

ｍ
の
物

60

揚
場
な
ど
の
整
備
が
、
平
成

年
度

16

か
ら
進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

安
全
祈
願
祭
に
続
い
て
行
わ
れ
た

完
成
式
で
は
、
祝
賀
協
賛
会
会
長
の

房
町
長
が
「
係
留
地
と
し
て
の
同
港

の
完
成
に
よ
り
、
地
域
間
の
海
上
交

通
の
利
便
性
の
向
上
や
安
全
性
の
確

保
が
図
ら
れ
る
ほ
か
、
水
産
基
盤
の

強
化
・
安
定
に
も
寄
与
す
る
も
の
と

確
信
し
ま
す
」
と
期
待
を
寄
せ
ま
し

た
。
そ
の
後
、
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
、
く

す
玉
開
き
に
続
い
て
、
大
漁
旗
を
掲

げ
た
漁
船
が
初
入
港
し
、
祝
賀
ム
ー

ド
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

～
行
儀
良
く
訪
れ
て
欲
し
い
～

１
月

日
、
神
戸
女
学
院
大
学
教

26

授
で
大
阪
府
教
育
委
員
長
の
生
野
照

子
さ
ん
に
、
瀬
戸
内
町
観
光
大
使
が

委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。
生
野
さ
ん
は
、

４
年
前
に
本
町
を
訪
れ
、
加
計
呂
麻

島
の
美
し
い
自
然
と
温
か
い
人
情
に

惚
れ
込
み
、
病
み
つ
き
に
な
り
、
毎

年
、
山
田
洋
次
監
督
ら
と
共
に
本
町

を
訪
れ
て
い
ま
す
。

生
野
さ
ん
は
「
日
本
に
は
、
ま
だ

こ
ん
な
素
晴
ら
し
い
所
が
あ
る
こ
と

を
、
奄
美
を
訪
れ
た
こ
と
の
な
い
全

国
の
方
に
も
っ
と
知
っ
て
も
ら
い
た

い
。
自
然
を
大
事
に
守
っ
て
い
き
た

い
思
い
も
あ
る
の
で
、
行
儀
良
く
訪

れ
て
も
ら
う
よ
う
宣
伝
し
た
い
」
と

抱
負
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。

〜
町
内
最
長
１
１
２
２
メ

ー
ト
ル
〜

１
月

日
、
平
成

年
３
月
か
ら

31

18

整
備
を
進
め
て
き
た
勝
浦
ト
ン
ネ
ル

の
貫
通
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

式
に
は
工
事
関
係
者
や
集
落
住
民

な
ど

人
余
り
が
参
加
、
貫
通
点
で

200

清
め
の
儀
や
く
す
玉
開
き
、
通
り
初

め
の
儀
な
ど
が
行
わ
れ
、
貫
通
を
祝

い
ま
し
た
。
祝
賀
会
で
は
、
勝
浦
・

網
野
子
の
両
集
落
婦
人
会
に
よ
る
伝

統
芸
能
も
披
露
さ
れ
、
祝
典
に
華
を

添
え
ま
し
た
。
勝
浦
ト
ン
ネ
ル
は
延

長
１
１
２
２
メ
ー
ト
ル
で
、
地
蔵
ト

ン
ネ
ル
（
１
０
６
５
メ
ー
ト
ル
）
を

抜
き
、
町
内
最
長
の
ト
ン
ネ
ル
と
な

り
ま
す
。
今
後
、
舗
装
、
照
明
、
取

付
道
路
の
整
備
を
進
め
、

年
度
中

21

に
節
子
集
落
へ
の
町
道
入
口
ま
で
を

一
部
供
用
開
始
す
る
予
定
で
す
。

〜
生
間
・
呑
之
浦
間
往
復

キ
ロ
〜

23

２
月
８
日
、
加
計
呂
麻
路
を
歩
く

古
仁
屋
高
校
恒
例
の
「
加
計
呂
麻
遠

行
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

郷
土
の
自
然
に
親
し
み
、
仲
間
と
の

交
流
を
深
め
る
と
と
も
に
、
決
め
ら

れ
た
距
離
を
歩
き
通
す
こ
と
で
、
不

屈
の
精
神
や
集
団
行
動
に
お
け
る
規

律
や
秩
序
を
守
る
精
神
を
養
う
こ
と

を
目
的
に
、
毎
年
実
施
さ
れ
て
い
る

も
の
で
す
。

回
目
と
な
る
今
年
は
、
１
・
２

14
年
生
の

人
が
参
加
、
生
徒
た
ち
は
、

116

晴
天
の
な
か
、
友
達
と
談
笑
し
、
加

計
呂
麻
の
自
然
を
満
喫
し
な
が
ら
、

生
間
・
呑
之
浦
間
の
往
復

キ
ロ
を

23

練
り
歩
き
、
思
い
思
い
に
楽
し
ん
で

い
ま
し
た
。

手
安
地
区
に
「
船
だ
ま
り
」
完
成関係者によるテープカットとくす玉開き

埋立道路から臨む泊地と防波堤

観
光
大
使
に
生
野
照
子
さ
ん

い

く

の

て

る

こ

委嘱状を受け取る生野照子さん

「
勝
浦
ト
ン
ネ
ル
」
貫
通

貫通点で披露された網野子アンドンデー

古
高
生
、
加
計
呂
麻
を
踏
破

楽しく加計呂麻を練り歩く古高生徒たち
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広報せとうち（ ）

〜
生
産
意
欲
向
上
を
目
指
し
て
〜

２
月

日
、
あ
ま
み
農
協
瀬
戸
内

12

支
所
と
町
農
林
課
の
主
催
に
よ
る
た

ん
か
ん
品
評
会
が
せ
と
う
ち
物
産
館

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

奄
美
た
ん
か
ん
の
生
産
振
興
と
高

品
質
果
実
生
産
に
よ
る
銘
柄
の
確
立

の
ほ
か
、
町
内
果
樹
部
会
員
の
目
揃

え
技
術
・
生
産
意
欲
の
向
上
を
図
る

こ
と
を
目
的
に
、
初
め
て
開
催
さ
れ

た
品
評
会
に
は
、

人
の
果
樹
部
会

124

員
の
う
ち
、
８
人
の
生
産
農
家
が
「
垂

水
１
号
」
の

玉
を
出
品
、
審
査
は

L

玉
揃
い
や
果
形
、
果
皮
な
ど
の
外
観

と
、
糖
度
や
酸
の
測
定
に
よ
る
内
容

に
つ
い
て
行
わ
れ
、
総
合
点
で
競
わ

れ
ま
し
た
。

審
査
の
結
果
、
金
賞
に
斉
藤
春
雄

さ
ん
、
銀
賞
に
元
克
美
さ
ん
、
銅
賞

に
吉
見
芳
夫
さ
ん
の
た
ん
か
ん
が
そ

れ
ぞ
れ
選
ば
れ
ま
し
た
。
３
人
の
た

ん
か
ん
は
、
翌
日
行
わ
れ
た
奄
美
群

島
品
評
会
に
も
出
展
さ
れ
、
元
さ
ん

が
銅
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

審
査
に
あ
た
っ
た
大
島
支
庁
農
政

普
及
課
の
平
山
慶
幸
主
査
は

「
台
風

、

の
影
響
も
若
干
あ
る
が
、
糖
度
・
酸

と
も
適
度
で
中
味
が
充
実
し
た
た
ん

か
ん
が
で
き
ま
し
た
。
奄
美
群
島
の

中
で
も
開
花
が
早
く
、
熟
成
期
間
が

長
い
と
い
う
瀬
戸
内
の
メ
リ
ッ
ト
を

活
か
し
、
管
理
技
術
の
向
上
に
よ
り
、

色
つ
き
や
品
質
の
更
な
る
向
上
を
目

指
し
て
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
講

評
、
参
加
者
た
ち
を
激
励
し
て
い
ま

し
た
。

お
誕
生
お
め
で
と
う

名

前

保
護
者

住

所

田
畑

光
彗

洋
介

西
阿
室

こ
う
せ
い

ご
結
婚
お
め
で
と
う

名

前

本

籍

伊
東

俊
一

古
仁
屋

沖

佐
弥
香

嘉

鉄

泉

昇
悟

阿
木
名

保
田

智
香

古
仁
屋

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

氏

名

年
齢

本

籍

高
田

政
仁

勝

浦

63

仲

大
二
郎

古
仁
屋

94

山
田
タ
ケ
コ

花

富

86

國
島

勇
七

諸

鈍

88

徳
田

博
仁

瀬

武

54

武
下
ワ
カ
エ

花

富

82

勝

ヒ
サ
コ

池

地

99

平

賢
仁

請
阿
室

76

讃
良

末
子

西
古
見

79

１
月
分

香
典
返
し
（
社
協
へ
）

（
遺
族
）

（
故
人)

(

住
所)

内

由
美
子

勝

浦

高
田
正
仁

仲

チ
カ

大
二
郎

清

水

岸

孝
一
郎

ウ
カ
ナ

請
阿
室

國
島

静
子

勇
七

徳

浜

合
計

金
６
０
，
０
０
０
円
也

一
般
寄
附
（
社
協
へ
）

（
氏
名
）

(

住
所)

昭
和

年
生
同
窓
会

36
合
計

金
３
，
０
３
９
円
也

広
報
紙
郵
送
料

（

）

（

）

氏
名

住
所

市

義
永

忠
孝

一
万
円

東
大
阪

▼
今

「
篤
姫
」
が
熱
い

「
篤
姫
館
」
オ
ー

、

。

プ
ン
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
に
テ
レ
ビ
の

特
集
番
組
・
・
幕
末
の
志
士
の
背
後
に
、
薩

摩
お
ご
じ
ょ
の
功
あ
り
。
篤
姫
や
利
通
の
母

た
ち
も
し
か
り
。
大
義
に
生
き
る
慎
ま
し
く

も
誇
り
高
い
女
性
た
ち
が
、
歴
史
を
支
え
、

動
か
し
た
と
再
発
見
、
鹿
児
島
県
人
で
あ
る

こ
と
を
誇
り
、
久
し
ぶ
り
に
大
河
ド
ラ
マ
に

は
ま
っ
て
い
る
。
今
年
は
高
齢
者
の
祭
典
「
ね

ん
り
ん
ピ
ッ
ク
」
も
鹿
児
島
で
開
催
。
鹿
児

島
イ
ヤ
ー
と
な
り
そ
う
▼
瀬
戸
内
の
「
歌
姫
」

オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
で
、
審
査
委
員
長
を
務
め

た
岡
千
秋
さ
ん
曰
く
「
２
人
と
同
じ
歌
い
手

は
い
ら
な
い
。
個
性
、
独
自
の
世
界
観
を
持

っ
た
人
が
望
ま
れ
る

。
少
数
精
鋭
、
甲
乙
つ

」

け
が
た
い
歌
姫
た
ち
に
、
審
査
員
も
「
唄
者

の
島
・
奄
美
」
の
印
象
を
強
く
し
た
▼
瀬
戸

内
町
も
半
世
紀
を
越
え
て
、
戦
後
世
代
が
町

政
を
動
か
す
時
代
。
新
し
い
時
代
を
象
徴
す

る
何
か
が
欲
し
い
。
町
民
の
よ
り
ど
こ
ろ
と

し
て
、
ま
た
紐

帯
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
、

ち
ゅ
う
た
い

そ
ろ
そ
ろ
「
新
」
ま
た
は
「
第
２
」
の
「
町

民
歌
」
な
る
も
の
が
誕
生
し
て
も
よ
い
の
で

は
？
「
河
内
音
頭
」
風
で
も
「
新
民
謡
」
風

で
もO

若
者
も
ハ
ミ
ン
グ
し
、
カ
ラ
オ
ケ

？
K

で
も
歌
え
る
よ
う
な
躍
動
感
あ
ふ
れ
る
・
・

新
し
い
ブ
ド
ウ
酒
は
新
し
い
皮
袋
に
・
・
日

本
の
近
代
化
を
切
り
開
い
た
「
篤
姫
」
の
「
江

戸
城
・
無
血
開
城
」
で
は
な
い
け
れ
ど

「
歌

、

姫
」
の
誕
生
に
合
わ
せ
て
、
瀬
戸
内
の
新
し

い
時
代
の
幕
開
け
を
感
じ
、
誇
り
に
思
え
る

新
た
な
動
き
が
欲
し
い
・
・
そ
ん
な
思
い
を

抱
く
方
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

「お誕生・

ご結婚・お

悔やみ」は

１月に届出

のあった分

のうち、希

望者のみを

掲載してい

ます。

戸
籍
の
窓

お
詫
び
と
訂
正

１
月
号
「
戸
籍
の
窓
」
お
悔
や
み
欄

）
の
年
齢
の
一
部
に
誤
り
が

（
Ｐ
12

あ
り
ま
し
た
の
で
、
お
詫
び
し
て

訂
正
い
た
し
ま
す
。

誤

野
村

静
江
（

）
70

正

野
村

静
江
（

）
85

初
の
「
た
ん
か
ん
」
品
評
会

入念に審査が行われました

金
賞
受
賞
の
斉
藤
さ
ん

右

と
銀
賞

奄

（

）

（

）

（

）

美
群
島
で
は
銅
賞

受
賞
の
元
さ
ん

左




